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関西学院大学・大学院 教職課程 

認定学部・学科一覧 

学部 学科 中学校 高等学校 その他 

神学部 ― 宗教（一種） 宗教（一種） 

公民（一種） 

 

文学部 文化歴史学科 社会（一種） 地理歴史（一種） 

公民（一種） 

 

 総合心理科学科 ― 公民（一種）  

 文学言語学科 国語（一種） 国語（一種）  

  英語（一種） 英語（一種）  

  フランス語（一種） フランス語（一種）  

  ドイツ語（一種） ドイツ語（一種）  

社会学部 社会学科 社会（一種） 地理歴史（一種） 

公民（一種） 

 

法学部 法律学科 社会（一種） 地理歴史（一種） 

公民（一種） 

 

 政治学科 社会（一種） 地理歴史（一種） 

公民（一種） 

 

  英語（一種） 英語（一種）  

経済学部 ― 社会（一種） 地理歴史（一種） 

公民（一種） 

 

  英語（一種） 英語（一種）  

商学部 ― ― 商業（一種）  

  社会（一種） 地理歴史（一種） 

公民（一種） 

 

  英語（一種） 英語（一種）  

総合政策学部 総合政策学科 社会（一種） 公民（一種）  

  英語（一種） 英語（一種）  

 メディア情報学科 ― 情報（一種）  

 都市政策学科 社会（一種） 公民（一種）  

 国際政策学科 社会（一種） 公民（一種）  

人間福祉学部 社会起業学科 ― 公民（一種）  

 人間科学科 保健体育（一種） 保健体育（一種）  

  



学部 学科 中学校 高等学校 その他 

教育学部 教育学科 社会（一種） 地理歴史（一種） 

公民（一種） 

幼稚園（一種） 

小学校（一種） 

特 別 支 援 学 校

（一種）知 ・肢 ・

病 

  英語（一種） 英語（一種） 

国際学部 国際学科 英語（一種） 英語（一種）  

理学部 数理科学科 数学（一種） 数学（一種）  

 物理・宇宙学科 数学（一種） 数学（一種）  

  理科（一種） 理科（一種）  

 化学科 理科（一種） 理科（一種）  

工学部 物質工学課程 理科（一種） 理科（一種）  

 電気電子応用工

学課程 
理科（一種） 理科（一種） 

 

 情報工学課程 数学（一種） 数学（一種）  

   情報（一種）  

 知識・機械工学課

程 
数学（一種） 数学（一種） 

 

生命環境学部 生物科学科 理科（一種） 理科（一種）  

 生命医科学科 理科（一種） 理科（一種）  

 環境応用化学科 理科（一種） 理科（一種）  

理工学部 数理科学科 数学（一種） 数学（一種） 
 

（2021 年度よ

り募集停止） 

物理学科 理科（一種） 

数学（一種） 

理科（一種） 

数学（一種） 

 

  先進エネルギー

ナノ工学科 

理科（一種） 理科（一種） 
 

  化学科 理科（一種） 理科（一種）   

  環境・応用化学

科 

理科（一種） 理科（一種）   

  生命科学科 理科（一種） 理科（一種）   

  生命医科学科 理科（一種） 理科（一種）   

  情報科学科 数学（一種） 数学（一種） 

情報（一種） 

  

  人間システム工

学科 

数学（一種） 数学（一種） 

情報（一種） 

  



認定研究科・専攻一覧 

研究科 専攻 中学校 高等学校 その他 

神学研究科 神学専攻 宗教（専修） 宗教（専修）  

文学研究科 文化歴史学専攻 社会（専修） 地理歴史（専修） 

公民（専修） 

 

 総合心理科学専攻 社会（専修） 公民（専修）  

 文学言語学専攻 国語（専修） 国語（専修）  

  英語（専修） 英語（専修）  

  フランス語（専修） フランス語（専修）  

  ドイツ語（専修） ドイツ語（専修）  

法学研究科 法学・政治学専攻 社会（専修） 公民（専修）  

経済学研究科 経済学専攻 社会（専修） 地理歴史（専修） 

公民（専修） 

 

商学研究科 商学専攻 ― 商業（専修）  

理工学研究科 数理科学専攻 数学（専修） 数学（専修）  

 物理学専攻 理科（専修） 理科（専修）  

 先進エネルギーナノ

工学専攻 
理科（専修） 理科（専修） 

 

 化学専攻 理科（専修） 理科（専修）  

 環境・応用化学専

攻 
理科（専修） 理科（専修） 

 

 生命科学専攻 理科（専修） 理科（専修）  

 生命医科学専攻 理科（専修） 理科（専修）  

 情報科学専攻 数学（専修） 数学（専修） 

情報（専修） 

 

 人間システム工学

専攻 
― 情報（専修） 

 

言語コミュニケ

ーション文化研

究科 

言語コミュニケーシ

ョン文化専攻 
英語（専修） 英語（専修） 

 

 

 

 

 



大学としての全体評価 

関西学院の教職課程の歴史は古い。1924 年以降、文学部英文学科卒業者に対して「英語」の中

等学校教員無試験検定資格が付与されたことに端を発する。翌 1925 年には、高等商業学部の卒業

生に対し「商事要項」「簿記」「商業算術」「商業英語」「英語」の同資格が付与された。1937 年には、

本大学卒業生に「修身」「英語」などの高等学校高等科教員の同資格が、翌 1938 年には、「公民」

「英語」などの中等学校教員の同資格が付与された。 

新制大学発足時の 1949 年に教育職員免許法が制定され、1954 年に改めて大学が教職課程の

認定を受けた。翌 55 年には大学院が認定を受け、すべての卒業生・修了生に教職への道が開かれる

ようになった。この間、初等中等教員などの教育活動に携わっている同窓による建学の精神に支えられ

た実践は、高い社会的評 価を得ており、関西学院 教員養 成の伝統となっている。現在 、同 窓教員 は

3,000 人を超えている。 

 教員免許状については、それぞれの学部学科および研究科専攻ごとに、中学校については宗教、国語、

社会、数学、理科、保健体育、外国語（英語、フランス語、ドイツ語）の免許状を取得することができる。

高等学校については宗教、国語、地理歴史、公民、数学、理科、保健体育、外国語（英語、フランス語、

ドイツ語）、商業、情報の免許状を取得することができる。また、教育学部では、幼稚園教諭免許状、小

学校教諭免許状、特別支援学校の免許状を取得することができる。 

 全学の教職課程については、教職教育研究センターが中心となって担っている。同センターは、教員養

成の拡充を目指して、教育研究を推進するとともに、全学的に教職課程等の運営を円滑に行うことを

目的として、教務部教職課程室を改組し、1999 年 4 月に発足した。2013 年 4 月には、大学におけ

る正課教育を中心に教育活動全般の発展に寄与することを目的に教務機構が設置され、同センター

はその柱の一つとして位置づけられた。 

 教職教育研究センターは、各学部・学科との連携のもと、「教育の基礎的理解に関する科目」等（本

学では「教職基礎科目」と表記）および教科の指導法の開講と教職課程に関する実証的研究を通し

て、多くの教員の教育の場に送り出すという役割を担っている。教育面では、教育職員免許法に基づい

て教育課程を編成し、教員として求められる資質や能力および実践的指導力の育成に努めるとともに、

教職課程履修者の教育指導や学習支援、進路等に関する相談、教員採用試験対策を含む勉強会を

実施している。そのための施設として、本センターには教育実践指導室や学生相談室が併設されている。 

 教職課程履修者については、教育学部の学生が最も多く、それに次いで文学部、理工学部が多くな

っている。ただし、近年では、教員免許取得者数が減少傾向にあることに留意する必要がある。その理

由の 1 つとして、「教職はブラックである」という言葉が独り歩きし、学生が教職に対してマイナスイメー

ジを強く持っていることがあげられる。今後は、学生に対して教職の魅力を伝えるとともに、教職の実際

を正確に伝えていくことが求められる。 

 なお、今回の自己点検評価では、一般社団法人全国私立大学教職課程協会が作成した「教職課程

自己点検評価基準」の評価項目を採用した。 
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